
25 

 

「上着はおれ～る」  ～経験の中で作成した自助具～ 

 

                       医療法人財団 天翁会 あい介護老人保健施設 

           理学療法士 鈴木奨 

【はじめに】 

2014 年 1 月 5 日 雪山でのウィンタースポーツにて転倒し、右橈骨遠位端骨折を受傷。利き手である

右手の 2 ヶ月間のギプス固定を強いられた。車の運転が困難となるため、公共交通機関や徒歩で通勤す

ることになる。その寒い時期の通勤中、コートの袖に腕が通らない、羽織っても胸囲が大きくなりボタ

ンをとめられない、肩から下がってきてしまう等の不自由さを実感し、本自助具の作成に至った。 

【目的】 防寒上着を袖を通さず着用する。 

【制作材料】 市販品を組み合わせ作成。以下に詳細を記載する。 

       

種類 

製品名 メーカー 目的 価格(税込) 数 or 

寸法 

クリップ キーパークリップ 

DM J8610 

(株)丸善製作所 

    

下襟部分に固定する 324 円 

(2 個セット) 

2 

紐 遊心 クララコード

(細) 3m パック 

ユザワヤ 

商事株式会社 

2 個のクリップを引き

寄せる 

259 円(3m) 40cm 

アジャスター コードアジャスター 

      CL13 

ニコフ 

 

クララコードをまとめ

る。および長さ調整。 

164 円(1 個) 1 

ループエンド メタルループエンド 

     13m/m 

清原株式会社 

 

クララコード先端部の

結び目をカバー 

108 円 

(2 個セット) 

2 

購入先は全てユザワヤ 計 855 円 

【作り方】 

①紐を 40cm 程にカット。 

②2 つのクリップを紐に通す。 

③紐の 2 つの先端が合う位置から 

10cm 上部をアジャスターで固定する。 

④紐先端にループエンドを入れる。 

⑤紐先端部を硬結びし、ループエンドをはめる。     

                           

 

 

                           完成品         使用例【結果】 

 

 厚手(9mm)のコートでも、容易に非利き手である左手でワンタッチ固定が可能になった。また浮腫防

止のため三角巾を使用している環境下でも長さ調整を可能とすることで、使用可能であり、汎用性に優

れているものとなった。 

【考察】 

 ギプス固定中、半袖シャツなどの着用は自身にて可能だが、長袖のシャツは先細りの作りとなるため

袖が通らず着用が困難となる。上着はおれ～る使用により、袖には通らないものの、上着を羽織ること

が可能となるため防寒に優れた効果をもたらした。また片手でも作成ができる、比較的低コストである、

などの利点も挙がる。臨床現場においても、脳血管障害後遺症による片麻痺利用者から好評を得た。そ

の他、前腕骨折を含め上腕欠損症例においても有効であると考える。 

  

  

使用例 


